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研究成果の概要（和文）：周産期登録データベースより、両児ともにAppropriate for dateで正期産となった二
絨毛膜二羊膜性双胎の症例を抽出し、それらの妊娠中の体重増加量の25-75パーセンタイルをBMI18.5未満、18.
5-25.0、25.0-30.0、30.0以上の4群にわけて算出した。結果は各群で11.5-16.5ｋｇ、10.3-16.0kg、6.9-14.
7kg、2.2-11.7kgとなった。これらは米国医療局が推奨する体重増加量を大幅に下回ることから、本邦の双胎妊
娠例では本邦独自の適正な体重増加量は人種を考慮し、米国のものを下回る値が推奨されることが明らかになっ
た。

研究成果の概要（英文）：The study included cases of dichorionic diamniotic twin pregnancy registered
 in the Japan Society of Obstetrics and Gynecology Successive Pregnancy Birth Registry System 
between 2013 and 2017. We analyzed data for cases wherein both babies were appropriate for 
gestational age and delivered at term. Cases were classified into four groups based on the 
pre-pregnancy BMI: underweight (BMI <18.5 kg/m2), normal weight (18.5-< 25.0 kg/m2), overweight (25.
0-30.0 kg/m2), and obese (BMI>30.0 kg/m2) and we calculated the 25th-75th percentile range for GWG 
for the cases. The GWG ranges were 11.5-16.5 kg, 10.3-16.0 kg, 6.9-14.7 kg, and 2.2-11.7 kg in the 
underweight, normal weight, overweight, and obese groups, respectively. Thus, in the current study, 
the optimal GWG during twin pregnancy was lower than that specified by the IOM criteria. Factoring 
this in maternal management may improve the outcomes of twin pregnancies in Japan.

研究分野：周産期医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本邦における双胎妊娠例の適正体重増加量に関するエビデンスはこれまでなかったが、今回の研究報告により、
その値は本邦の単胎妊娠の適正体重増加量よりも多いことが示された。また、その適正体重増加量は米国の基準
は大きく下回ることが明らかになり、人種差をより考慮することの重要性が示された。これまでは妊婦健診等の
指導において用いることのできるエビデンスは乏しかったが、本邦の研究成果により、妊産婦に対して正確であ
りかつ具体的な指導を行うために有用なエビデンスを構築することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
妊娠中に推奨される体重増加量には統一されたものがない。また双胎妊娠に対する体重
増加量の推奨は米国医療局から出されてはいるが、体格、人種などが大きく異なる日本人の
妊婦にこれをそのまま当てはめることはできないため、臨床においてエビデンスに基づい
た管理・指導が行えていないのが現状である。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の最終的な目的は本邦の双胎妊娠における適切な体重増加量の策定である。人種
差を考慮し、本邦のデータベースを用いて本邦独自の双胎妊娠の適正体重増加量に関する
エビデンスを創出することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は本邦の分娩の 25%が登録されている周産期登録データベースを用いておこなっ
た。2013年～2017年に同データベースに登録されている分娩症例のうち、二絨毛膜二羊膜
性双胎の症例を抽出し、このうち妊娠分娩転帰が良好な分娩症例を対象とするため、妊娠 34
週以降に分娩となり、両児ともに Appropriate for gestational ageで出生した症例を対象とし、
一方、糖尿病または高血圧合併妊娠、妊娠中に妊娠糖尿病または妊娠高血圧症候群を発症し
た症例、死産症例は対象から除外した。最終的な対象症例を非妊娠時の Body Mass Indexで
BMI18.5未満（Underweight）、18.5-25.0（Normal）、25.0-30.0（Overweight）、30.0以上（Obese）
の 4群に分類し解析した。各群における妊娠 37週以降の分娩症例の割合、米国医療局から
示された双胎妊娠の適正体重増加量を満たしいている割合、妊娠中の体重増加量の 25～75
パーセンタイルを算出した。 
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４．研究成果 
（１）対象症例は 6646例であり、Underweight群 1011例、Normal群 4974例、Overweight群
513例、Obese群 148例であった。このうち妊娠 37週以降に分娩となったのは 3936例であ
り、Underweight群 545例、Normal群 2991例、Overweight群 307例、Obese群 93例であっ
た。 
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（２）本邦の双胎妊娠では米国医療局によって提唱されている適正体重増加量を満たす症
例は Normal群 18.5%、Overweight群 25.7%、Obese群 21.5%にとどまっており（Underweight
群に関しては米国医療局からの提唱なし）、各群において 7割以上の症例がこの基準を下回
る体重増加量しか得られておらず、米国医療局が提唱する双胎妊娠の適正体重増加量は本
邦の双胎妊娠例の現状にそぐわないことが示された。 
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（３）対象症例各群における 25～75 パーセンタイルの妊娠中の体重増加量は Underweight
群 10.4-15.7kg、Normal群 9.6-15.2kg、Overweight群 6.7-14.0kg、Obese群 1.2-10.4kgであっ
た。またこれらを妊娠 37週以降の分娩症例で解析すると Underweight群 11.5-16.5㎏、Normal
群 10.3-16.0kg、Overweight群 6.9-14.7kg、Obese群 2.2-11.7kgであった。これらは米国医療
局が提唱する体重増加量を大きく下回るものであった。 
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（４）これらの結果から双胎妊娠の適正体重増加量は人種差を考慮した推奨が必要であり、
本邦においても独自の推奨体重増加量の策定が望ましいことが明らかになった。米国医療
局からは症例数不足から算出されたなかった Underweight 群においても本邦の妊産婦では
Underweightに分類される妊産婦の割合が大きいことを背景に本研究では推奨体重増加量を
算出することができた。本研究はデータベースを用いた後方指摘検討であり、今後は本研究
の結果をもとに、前向きの多施設研究による検証が望まれる。 
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